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 ２０２１年２月９日 

 

株 式 会 社 岩 手 銀 行 

いわぎん事業創造キャピタル株式会社 

 

「いわぎん農業法人投資事業有限責任組合」による投資について 

 

株式会社岩手銀行（頭取 田口幸雄）と、いわぎん事業創造キャピタル株式会社（代表取締役社長   

稲垣秀悦）は、株式会社日本政策金融公庫と共同で組成した「いわぎん農業法人投資事業有限責任組合」

の投資先として、主に小麦栽培を行っている株式会社やなぎやのうえん（本社：岩手県紫波郡紫波町、  

代表取締役 大信田和彦）に出資を行うことを決定しましたので、下記の通りお知らせいたします。 

当社は、ラーメン店を運営する㈱柳家の関連会社として小麦を専門に栽培している農業生産法人です。 

㈱柳家グループでは、「お客様への感謝の気持ちは、一杯のラーメンに多くの手間をかけることでし

か表現できない」との想いから、原材料に特別のこだわりをもっています。特にも自家製麺の原料とな

る小麦はラーメンの味を決める重要な食材であることから、自家製麺専用小麦を当社で生産しています。  

今後は花巻市大迫地区を中心に小麦栽培面積を拡大することで、さらなる地域農業の発展に貢献しま

す。こうした当社の取組みは、「いわぎんグループＳＤＧｓ宣言」の趣旨に合致するとともに、今後の

当社の事業成長が期待できることから、出資を決定いたしました。 

 

記 

 

１．投資決定先の概要 

企 業 名 株式会社 やなぎやのうえん 

代 表 者 代表取締役 大信田 和彦 

本社所在地 岩手県紫波郡紫波町上松本字沢田９２ 

設   立 ２０１３年５月 

事 業 内 容 小麦栽培業 

投 資 額 １，０００万円 

出 資 形 態 無議決権優先配当株式引受 

企業の特徴 

当社は、これまでの約１２年間にわたる小麦の栽培経験を踏まえ、栽培

方法等に工夫を加えることで、岩手県内の平均を上回る単収を実現してお

り、今後は栽培面積の拡大を図るとともに、さらなる単収増加に取組んで

いくこととしている。 
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２．ファンドの概要 

名   称 いわぎん農業法人投資事業有限責任組合 

設 立 日 ２０１６年２月２３日 

ファンド規模 ５億円 

出 資 者 

無限責任組合員：いわぎん事業創造キャピタル株式会社 

有限責任組合員：株式会社岩手銀行 

株式会社日本政策金融公庫 

運 営 期 間 約１５年 

投 資 対 象 
岩手銀行営業エリア内の認定農業者または認定農業者として認定を受ける

ことが確実な農業法人で、株式会社（特例有限会社を含む）形態の組織 

 

３．ファンドのスキーム図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「ＳＤＧｓ」について 

ＳＤＧｓは Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の略称。２０１５年９月の

国連サミット において全会一致で採択された国際社会全体で取組むべき目標です。 

２０３０年を目標年として、「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」等、国際社会共通の１７の    

ゴールとゴールごとに設定された１６９の ターゲット（個別目標）から構成されています。 

以 上 

＜本件に関するお問合せ先＞ 

岩手銀行法人戦略部 齋藤・吉田 ＴＥＬ：０１９－６２３－１１１１ 

いわぎん事業創造キャピタル高橋 ＴＥＬ：０１９－６２１－１４７０ 

 

農業法人 

 

 

 

※認定農業者また

は認定農業者にな

ることが確実な 

株式会社等 

出資 

 

いわぎん農業法人 

投資事業 

有限責任組合 

 

 

 

２０１６年２月２３日

設立 

５億円 

ＬＰ出資

資 

岩手銀行 
（有限責任組合員） 

出資額２５０百万円 

ＬＰ出資

資 

ＧＰ出資

資 

日本政策金融公庫 

（有限責任組合員） 

出資額２４５百万円 

いわぎん事業創造 

キャピタル 

（無限責任組合員） 

出資額５百万円 


